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令和８年度第２０回通常総代会が５月２６日、雲州そろばん伝統産業会館において総代、来賓、役職員、

総勢９０人が出席して開催されました。

挨拶に立った植田良二会長は出席総代及び来賓に対して謝辞を述べ「合併２０周年の節目にあたり、現在人

口減少が進む中での見据えた組織のあり方を真剣に考える時期が来ていると述べた後、依然と続く円安と燃料

や原材料価格など物価の上昇をもたらし、景気回復の足を引っ張る形が続いている。こうした中、町内消費喚

起の要望をお汲み取りいただき、８月には引き続いてプレミアム付商品券の発行や３月には国の物価高騰対応

重点支援地方創生臨時給付金を活用され全町民１人当たり１万円の商品券と、さらに児童手当対象の子供らに

も商品券の給付など敏速な対応を頂き商工業者を代表して感謝申し上げる次第です。」と挨拶。糸原町長、日

本政策金融公庫松江支店課長福田真也氏の来賓祝辞後、八川支部の糸原尚司総代が議長となり、第１号議案か

ら第７号議案まで順次事務局の説明の後承認されました。

第６号議案の「定款の一部改正について」は、「総代の定数」の変更案で現行１０８人から８８人（青年部

から４人、女性部から４人の選出は現行どおりです）の改正で承認されました。

青年部では5月24日、奥出雲町の農文化が世界農業遺産に認

定されたことを機に、ブランド米「仁多米」の魅力を広く発信する

ため『奥出雲どんぶりフェスタ』を三成公園にて開催しました。

当日は天候にも恵まれ、町内外から１，５００名を超える多くの

皆さまにご来場いただき、会場は大変な熱気に包まれました。ス

テージでは「仁多乃炎太鼓」による迫力ある演奏が響き渡り、会

場を大いに盛り上げていただきました。さらに、スペシャルゲスト

として島根県出身のロシアン佐藤さんが登場。仁多米どんぶりを

美味しそうに豪快に平らげる姿に、多くの観客が釘付けとなりま

した。出店ブースでは各店が趣向を凝らした個性豊かな「どんぶ

り」が勢揃いし、多くのメニューが次々と完売となる大盛況ぶりで

した。

また、イベントの開催にあたり、商工会女性部をはじめ、地域の

ボランティア、金融機関など多くの皆さまに温かい運営サポート

をいただいたおかげで、大きなトラブルもなく笑顔のあふれる中

で無事にイベントを終えることができました。

今回の成功と課題を糧とし、今後も地域経済の活性化に貢献で

きる青年部活動へと繋げてまいります。関係者の皆さま、そして

ご来場いただいた地域の皆さまに心より感謝申し上げます。

▲会場は多くの来場者で賑わいました

▲皆さまのご協力に心より感謝申し上げます
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